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Ⅰ．研究の背景 
１．急性期病院における中堅看護師への役割期待と役割遂行の課題 
2025年には 3人に 1人が 65歳以上、4人に 1人が 75歳以上の後期高齢者になると
予測されている。少子高齢化が急速に進み労働人口が減少する中で、医療・介護に携わ
る人材確保も大きな課題となっている。平成 30 年度の医療介護の同時診療報酬改定で
は、急性期病床の削減が始まり、在宅医療に高い診療報酬を設定した。また、医療資源
を効果的かつ効率的に活用し、急性期から亜急性期、回復期、療養、在宅に至るまでの
流れを構築するために病院機能分化により、患者の重症度に応じた看護師の適材適所の
配置が推進されている。 
 保健・医療・社会福祉制度が医療から生活を支援するケアを重視する変革の中、自組
織で専門職として役割を果たす中堅看護師には、自己教育力を基盤とした専門性向上、
役割遂行および組織貢献が期待される。また、地域包括ケアシステムにおいても、中堅
看護師は他職種との連携や協働を通して、療養生活全体をマネジメントしていく中核的
役割が求められている。しかし、急性期病院の中堅看護師は業務や役割が負担となって
いる（撫養ら，2009）、自己研鑽に取り組む姿勢が弱い（浅野ら，2016）、自分で目標が
立てられない（勝又ら，2008）、キャリア目標がみつからない（横山ら，2012）等、専
門職組織人としての目標設定に課題がある。 
 
２．急性期病院における目標管理制度の課題 
 目標管理（Management By Objectives:MBO）は、米国の経営学者ピーター・F・ド
ラッカーが提唱した経営思想で、経営管理論の一つの手法として日本に紹介された。 
目標管理とは、働く者がある一定の期間にどのようなことを達成したいかについて上司
と話し合い、相互理解のもとに目標を決定する方法であり、「組織」と「個人」を目標を
通じて結び付けていく方法のことをいう。 
 1997年の医療機能評価において、看護部門の組織運営の評価項目の中に、「看護部門
の目標管理が行われている」ことが盛り込まれたことで、日本の医療機関において目標
管理が導入されている。看護管理者は、目標管理を行う場合、看護職が自律した専門職
としてあるためには、スタッフ自ら目標設定を行い、組織貢献を自己統制によりマネジ
メントできることが望ましく、管理者はそれを支援することが重要である。しかしなが
ら、目標管理を人事考課のための手段とし、職員の目標を管理職や人事部が管理してい
る職場もあり、真の自己管理を伴う目標管理を実現している組織は少ないといわれてい
る（諏訪，2012）。 
 
３．病棟看護管理者の目標設定支援における困難感 
病棟看護管理者は、目標管理において、病院理念・看護部目標に沿って病棟目標を設
定し、病棟目標と関連のある中堅看護師の個人目標の設定を支援する役割を担っている。
しかし、病棟看護管理者は、中堅看護師の意向を活かせない、中堅看護師が看護師長の
助言通りの目標にする、看護部目標と個人目標の連動がうまくいかない、形だけの目標
  
 
 
管理になっている（河野，2013）等、組織目標と連動した個人目標の設定支援に課題が
ある。病棟看護管理者のこうした状況に対し、看護系雑誌では、看護部・病棟・個人目
標が連動した目標設定への支援（杉田ら，2014）等、数件の特集が組まれ、効果的な支
援例が報告されている。病棟看護管理者の目標設定支援スキルに課題がある要因として、
病棟看護管理者自身がキャリア発達に努めてきた時代背景が異なり、中堅看護師の多様
な状況とその背景の理解の困難が一因とも推測される。 
星野ら（2016）は、中堅看護師がキャリアデザインするためや能力向上に取り組むた
めの病棟看護管理者の具体的な支援目標を明らかにしている。しかし、変革期にある急
性期病院の中で、中堅看護師が専門職者として力量を高め自組織に貢献する専門職組織
人としての成長を促す病棟看護管理者の支援行動ではなかった。 
本研究では、変革期にある急性期病院において自組織で自らの専門性を高めながら組
織貢献できる中堅看護師の育成を目指す。また、形骸化が指摘されている目標管理制度
の中で、中堅看護師が専門職組織人として目標設定できるように、病棟看護管理者の目
標設定支援行動を明らかにする必要性があると考えた。 
 
Ⅱ．研究目的 
急性期病院において、中堅看護師が専門職者として力量を高め、自組織に貢献する専
門職組織人として、目標を設定できるように、病棟看護管理者が目標設定支援を行うた
めの手がかりとなる支援行動指標を開発する。 
 
Ⅲ．用語の定義 
中堅看護師  急性期病院に勤務する役職を持たない 5年目～10年目の看護師 
専門職組織人 専門職者として力量を高め自組織に貢献する人 
状況    専門職組織人として目標設定困難な状態とその背景 
 
Ⅳ．研究の構成 
 本研究は、研究１と研究２で、図１のように段階的に構成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．研究の構成 
研究 1 支援行動指標の作成 
第一段階：支援行動指標案の作成（半構成的個人面接調査） 
 第二段階：支援行動指標案の内容妥当性の検証（専門家会議の実施） 
研究２ 支援行動指標の有用性・実用可能性の検証 
 病棟看護管理者が、中堅看護師との目標面接等で支援行動指標を試用して目
標設定を支援し、目標設定の過程と３か月後の取り組みを両者の視点から評価
 
 
  
  
 
  
 
 
Ⅴ．倫理的配慮 
研究の第一段階および研究２では、研究協力施設の上級看護管理者に研究目的・内容
を説明し承諾を得た後（必要に応じ当該病院の倫理審査の承認を得て）、研究協力者に、
第二段階では、委員に（必要に応じその上司にも）、各研究の趣旨・方法、調査内容、自
由意思と匿名性の保障、個人情報保護、結果の公表等について文書および口頭で説明し、
同意を得て実施した。千葉大学大学院看護学研究科倫理審査委員会の承認後行った（承
認番号 26-32，28-１）。 
 
Ⅵ．研究１：支援行動指標の作成 
１． 目的 
 中堅看護師の専門職組織人として目標設定できるように、病棟看護管理者の支援行動
指標案を作成し内容妥当性を検証する。 
 
２．第一段階：支援行動指標案の作成 
１）研究協力者 
上級看護管理者から、中堅看護師の目標設定支援において、優れた支援を行っており、
その実践を語ることができると推薦された病棟看護管理者 11 名、および各病棟看護管
理者から、自らの目標設定支援により専門職組織人として目標設定できた中堅看護師と
して推薦された１名の各ペアとした。 
２）支援行動指標案の作成方法 
①６施設の急性期病院に勤務する病棟看護管理者と中堅看護師の 11 ペアに半構成的個
人面接調査を行った。各ペアの面接は、病棟看護管理者に、中堅看護師の状況および専
門職組織人として目標設定支援をした支援行動のねらいと結果を聴取した。中堅看護師
に、状況および専門職組織人としての目標を設定できた病棟看護管理者からの支援内容
と支援の結果を聴取した。各研究協力者の同意を得て録音し、逐語録を作成した。 
②病棟看護管理者の逐語録をもとに、状況、支援行動のねらいと行動、結果を抽出し、
文脈が理解できるように、一覧表にまとめた。研究者は、病棟看護管理者の支援行動の
ねらいが一覧表に示した支援行動のねらい通りであったかを病棟看護管理者に確認した。 
③②と同様に中堅看護師の逐語録をもとに、各状況における病棟看護管理者の支援内容
と支援の結果を抽出し、文脈が理解できるように、状況、被支援内容、支援された結果
を一覧表にまとめた。病棟看護管理者から得られた支援内容と中堅看護師が支援された
と認識した内容ならびにその結果を対照させるために、病棟看護管理者が挙げた状況に
中堅看護師の挙げた状況を対応させた。各状況下で中堅看護師が目標設定支援として有
効あるいは必要であったと認識した支援内容、すなわち、中堅看護師が支援により納得
した、または行動が変化したときの支援内容を支援行動として記述した。 
④③で得られた全状況を質的帰納的に分析し、カテゴリー化した。 
⑤状況の一般性および網羅性を確保するために医学中央雑誌をデータベースとして適用
し、「中堅看護師 and 看護師」をキーワードとして原著論文、総説に限定して検索し 
  
 
 
(1999～2017年)、467件抽出した。文献の題目と要旨を精読し、状況に関する記述を含
めた文献を 47件抽出した。47件の文献中にあった状況全てが④で得られた状況のカテ
ゴリーのいずれかに当てはまり、③で得られた状況は全て、47件のいずれかで報告され
ていた。 
⑥④で作成した一覧表をもとに、何を意図して支援していたかという観点から、状況の
下位項目内の支援行動のねらいの類似性・相違性をもとにカテゴリー化し、各支援行動
のねらいのカテゴリーに対応する支援行動を記述した。加えて、中堅看護師のみから得
られた行動５項目について、中堅看護師が求めている支援を病棟看護管理者が支援すべ
きねらいとして、上記の支援行動のねらいと支援行動に加えた。 
 
３．第二段階：専門家会議による支援行動指標案の内容妥当性の検証 
１）専門家会議委員の選定方法 
研究者のネットワークをもとに、目標管理において高度な実績を有する看護管理者３
名と、看護系大学において、継続教育等を専門とする看護管理学教育研究者２名を選定
した。 
２）検証方法 
事前に支援行動指標案 Ver.１を各専門家会議委員に送付し項目の網羅性、適切性、重
要性に関する評価結果を返送することとし、結果をまとめて Ver.2 として専門家会議実
施前に送付した。専門家会議では、この資料をもとに項目や内容妥当性について討議し、
討議内容を反映させて支援行動指標案 Ver.3を作成し、各委員に郵送して再評価を得た。
再評価結果 Ver.4 をもとに再修正して支援行動指標の完成版とし、内容妥当性を確保し
た。 
 
４．結果 
第一段階で、以下の状況７項目、【専門職組織人として自己理解が不明確で方向性が決
まっていない】、【業務過多による精神的・身体的負担感がある】、【ライフイベントに伴
う負担が大きい】、【業務を専門職組織人としての成長に結び付けられていない】、【職場
環境や役割期待に適応できない】、【学習技能や学習習慣、論理的思考能力が不十分であ
る】、【力量開発支援環境が未整備である】、その下位項目 15項目、および各状況に対応
した支援行動のねらい 22項目、各ねらいに対する支援行動 61項目を作成した。 
第二段階で、７項目の状況の表現を修正し、【専門職組織人として自己理解が不明確で
キャリアビジョンが描けていない】、【業務や役割過多による精神的・身体的負担感があ
る】、【ライフイベントに伴う負担感がある】、【業務や役割を専門職組織人としての成長
に結び付けられていない】、【職場環境や役割期待に対応できていない】、【学習技能や学
習習慣、論理的思考能力、内省する力が不十分である】、【専門職組織人としての力量開
発支援環境が未整備である】とした。下位項目 19項目、各状況に対応した支援行動のね
らい 28 項目、支援行動は２項目の統合、２項目を削除し、19 項目追加で 77 項目とな
った。 
  
 
 
Ⅶ．研究２：支援行動指標の有用性・実用可能性の検証 
１． 目的 
病棟看護管理者が中堅看護師への目標設定支援を行うための手がかりとして、研究１
で作成した支援行動指標の有用性・実用可能性を検証する。 
 
２．研究協力者 
 目標管理において、病棟看護管理者および中堅看護師の育成支援のために本支援行動
指標を試用したいと承諾を得た急性期一般入院料１を取得している施設とした。中堅看
護師は、臨床経験 5年目～10年目の看護師とした。 
 
３．調査方法 
１）病棟看護管理者への調査方法 
（１）1 回目の調査：病棟看護管理者に対し、個人特性に関する質問票、対象中堅看護
師の目標設定支援における困難感を感じる場面や、対象中堅看護師の状況の記載を依
頼した。平成 29 年度に病棟看護管理者として中堅看護師の支援をどのように行った
か等について半構成的面接調査を実施した。 
（２）中堅看護師との目標面接前に中堅看護師の状況把握シートに、対象中堅看護師が
専門職組織人として目標設定困難な状態とその背景に当てはまる項目にレ点の記載を
依頼した。ついで、支援行動指標の各状況に対応する支援行動のねらい、支援行動例
を参考に、支援計画シートに支援計画の記載を依頼した。目標面接終了後、支援計画
シートに実施内容と中堅看護師の反応の記載を依頼した。 
（３）2 回目の調査：目標面接終了後、状況の具体的内容、中堅看護師に対するこれま
での支援、どのように考え具体的に支援したか、について半構成的面接調査を実施し
た。 
（４）3回目の調査：目標面接から 2～3か月後、目標面接後に病棟看護管理者が捉える
中堅看護師の認識や行動の変化、目標面接後に支援行動指標を用いて支援を実施した
か等、について半構成的面接調査を行った。 
２）中堅看護師への調査方法 
（１）病棟看護管理者との目標面接終了後に、どのような目標を立てたのか、立案した
目標に対する取り組む意欲、病棟看護管理者からの支援内容について半構成的面接調
査を実施した。 
（２）目標面接から 2～3か月後、目標に対する取組み状況、認識、行動について半構成
的面接調査を実施した。  
３）分析方法 
病棟看護管理者の認識と行動にどのような影響（変化）を与え、中堅看護師が専門職
組織人として目標を設定し遂行したかを検証した。病棟看護管理者および中堅看護師に
どのような影響を与えたかを分析するために、支援行動指標の試用前後の病棟看護管理
者および中堅看護師の認識・行動の変化に着目し、有用性および実用可能性を検証した。
  
 
 
半構成的面接調査の逐語録をもとに、下記の問いに対する語りを文脈がわかるように抽
出、要約し分析した。 
（１）有用性を「病棟看護管理者は、中堅看護師の専門職組織人としての目標設定支援
の手がかりを得たか」「病棟看護管理者は、試用後に支援が改善したか」「中堅看護師
は、専門職組織人として目標を設定できたか」とした。 
（２）実用可能性を「支援行動指標を負担感なく試用できたか」「支援行動指標は活用し
やすいか」「継続して使用する意思はあるか」とした。 
 
４．結果 
１）研究協力施設の概要 
 研究協力施設は、大学病院、自治体立病院、公的病院であり、病床区分も高度急性期
のみから、急性期、回復期であった。 
２）研究協力者の概要 
急性期病院 3 施設の病棟看護管理者 10 名が中堅看護師 13 名との目標面接等にて支
援行動指標を試用した。病棟看護管理者の経験年数は 10年以上が 3名、5年未満が 5名
と熟練者から若手であった。中堅看護師は、男性が 6名で、社会人経験を有する者は 6
名であった。 
３）有用性・実用可能性の検証結果 
（１）有用性の検証結果 
10名の病棟看護管理者は、試用前は中堅看護師の理解が困難であったが、本支援行動
指標の試用により、状況に示した 7つの大項目と下位の状況より、中堅看護師が専門職
組織人として目標設定困難な状態とその背景が複合していることを捉えることができ、
支援の手がかりを得ていた。10名の病棟看護管理者は、中堅看護師を支援する必要性を
認識し、目標設定支援が試用後に改善した。13名の中堅看護師は、病棟看護管理者の支
援を認識して、病棟で求められる中堅看護師としての役割認識が芽生え専門職組織人と
して目標設定した。 
（２）実用可能性の検証結果 
 病棟看護管理者は、支援行動指標の試用により、中堅看護師の状況を捉え、状況に即
し支援行動のねらいや行動例を参考に支援計画を立て、支援の手がかりを見出した。自
身の目標設定支援を振り返り、できていることや課題に気付き、目標設定支援における
困難感が軽減した。支援行動指標の文章の意味は理解しやすく、活用しやすいと認識し
ていた。 
 
Ⅷ．考察 
 本支援行動指標は、中堅看護師が専門職組織人として目標を設定できることをめざし
て開発した。構成は、中堅看護師が専門職組織人として目標設定困難な状態とその背景
（状況）を示す大項目、病棟看護管理者の支援対象者の目標設定の困難感への理解を促
し、各々の支援ニーズに即した支援の考え方、すなわち、ねらいを示す中項目、および
  
 
 
具体的な支援行動例を小項目とした。特性の異なる急性期病院 3 施設の計 13 ペアの試
用結果をもとに、有用性と実用可能性があると判断した。支援行動指標の「状況」に即
した「支援行動のねらい」と「支援行動例」の構成および熟練看護管理者の実践内容、
先行研究にみられた具体的な支援例を示したことにより、管理者が的確な支援を行い、
中堅看護師 13 名全員が病棟看護管理者の支援を認識し、専門職組織人としての目標を
設定できたと考える。本指標は、目標管理本来の意義である病棟看護管理者と中堅看護
師の相互理解を通して、「組織」と「個人」を結びつける目標管理の実効性に寄与すると
考える。 
 
Ⅸ．本研究の限界と今後の課題  
 研究者との面接や研究参加の意識により、研究参加者の内省が促され、結果に影響し
た可能性がある。支援行動指標の試用期間は 3か月であったため、一年後の中堅看護師
の目標達成状況を評価し検証していくことが必要である。 
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